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実践女子大学香雪記念資料館
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実践女子大学香雪記念資料館

渋谷区教育委員会

実践女子大学香雪記念資料館
上 :「実践女学校開校式典の時」　明治 32 年（1899）　部分

下 :「実践女学校創立十周年記念 絵葉書」　明治 42 年（1909）

ともに実践女子大学図書館蔵



【アクセス】
JR ／東京メトロ／東急／京王「渋谷駅」東口から徒歩約 10 分
東京メトロ「表参道駅」B1 出口から徒歩約 12 分

※当館は、実践女子大学渋谷キャンパスの 1 階にございます。駐車場・駐輪場はござい
ませんので、ご来館の際は公共の交通機関をご利用ください。また、六本木通り沿いに
ある正面入口右手の警備室へ入館の旨をお伝えください。

※新型コロナウィルス感染拡大防止のため、展覧会の会期や開館時間等を変更する場合
がございます。最新情報につきましては、当館ホームページをご確認ください。

実践女子大学香雪記念資料館
〒150-8538　
東京都渋谷区東 1-1-49　実践女子大学渋谷キャンパス内
TEL 03-6450-6805　　HP http://www.jissen.ac.jp/kosetsu/

　実践女子学園の創立者である下田歌子は、安政元年 （1854） 8 月 8 日、美濃国岩村 （現

在の岐阜県恵那市岩村） に、 岩村藩士平尾鍒蔵と妻、 房の長女として生まれ、 幼名を鉐

といいました。 明治 3 年 （1870） 父鍒蔵が明治政府より召し出されたことから、 鉐も翌年単

身上京し、 明治 5 年 （1872） に宮中に出仕します。 和歌の才能を評価され、 皇后 （後の

昭憲皇太后） から 「歌子」 の名を賜り、 以後 「歌子」 を名乗ります。 宮中を辞した後、

明治 15 年 （1882） に私塾、 桃夭学校を創設し、 政府高官たちの妻や娘たちの教育にあ

たりました。 明治 18 年 （1885） に皇后の命により華族女学校が開設されると幹事兼教授に

任ぜられ、 校長事務を代行し、 翌年には華族女学校学監に就任しました。

　明治 26 年から 28 年 （1893-1895） に欧米 8 カ国を視察した歌子は、 国家興隆の基盤は

女子教育にあると考え、 殊に一般の女性たちの地位向上と生活改善を図ることが必要であ

ると考え、 明治 31 年 （1898）、 帝国婦人協会を設立しました。 その教育部門として明治

32 年 （1899） 5 月に現在の千代田区麹町一丁目に実践女学校を開校しました。 入学者が

多く校舎が手狭になったため、 皇室の御料地であった渋谷常磐松町を借用し、 校舎を建

設し、 明治 36 年 （1903） 4 月現在の実践女子学園中学校 ・高等学校の所在地へと移転

しました。

　第 22 回学祖 ・下田歌子展では、 実践女学校の設立から発展、 そして今年からちょうど

100 年前にあたる関東大震災の前後の実践女学校に関する資料を展示し、 下田が関わった

姉妹校についても取り上げます。
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